
後継者不在の悩みを解消
伝統を守りつつ革新する
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廃 業の危機にあったメーカーを受け継ぎ 、
斬 新なアイデアで次々と新商品を開 発 。
伝 統の味に 、新たな光を当てている 。

センター活用事例
あきた企業応援ファンド事業
よろず支援拠点

事業承継アドバイスを利用
　横手市の藤倉食品は、約80年にわたり、豆腐、豆腐カ
ステラ、エゴ、コンニャク、ところてんなどを作り続けてい
るメーカー。石井友子社長が現職に就いたのは、2011年。
当センターの事業承継アドバイス（マッチングシステム）
を利用して、前社長から受け継いだ。
　20人もの従業員を雇用し、黒字経営を続けていた藤倉
食品。しかし、後継者がいなかったことや健康面での不
安などから、前社長は廃業もやむを得ないと考えていた。
そんななか、当センターのマッチングシステムを知り、後
継者を探すことに。名乗りを上げたのが石井社長だった。

異業種から食品メーカーの社長に就任
　大館市在住で、電気工事会社の専務を務めていた石
井社長。以前から「食」に関心があり、「食べる」「見る」
「作る」が趣味だったという。中でも注目していた食材が
豆腐だった。栄養豊富なのに低カロリー、軟らかくて食べ
やすい豆腐を活用して新商品を開発できないかとイメー
ジを膨らませていた。
　そしてある日、新聞記事で「県内の企業の多くが後継者
不在に悩んでいる」と知る。自分で何か役に立てることは
ないかと、当センターに相談。そのわずか数日後、藤倉食
品を紹介され、１年じっくりかけて事業承継の話が進んだ。

　就任１年目は、工場に入って製造現場の仕事を学んだ。
２年目からは新商品の開発に着手。チョコレートやチー
ズ入りのユニークな豆腐カステラや、創作豆腐を作った。
また、当センターの企業応援ファンドを利用して、秋田
県産大豆と比内地鶏の卵、和三盆を贅沢に使った高級
豆腐カステラ「ふくら」を開発した。

食べ方、売り方、見せ方を変える
　「豆腐カステラは、県南地方でお茶請けやおもてなし
の席で食されてきた郷土食。最近は、懐かしの味となっ
て地味な存在になっている。そこで、味や包装を変え、新
しい食べ方を提案・発信することで、魅力を再認識して
もらいたい。秋田が誇るこうした食文化に光を当ててい
きたい」と思いを語る。
　今後は豆腐で作った「とうふのレアチーズケーキ」を東
京都内の大手果物店で販売予定。「タンパク質が豊富で
満腹感も感じられる。低カロリーなのでダイエット中でも
悩まずに食べられる」と胸を張る。
　斬新な視点から、商品開発を次々手掛ける石井社長。
「あきた企業活性化センターの事業を利用することで、
毎回背中を押してもらっている」と話す。伝統の味を守り
つつ、果敢な挑戦を続けている。

　報告会には、県内企業45社から61名が参加。各アド
バイザー（AD）が企業訪問で得た発注情報等を報告し、
その後にADと参加者との個別面談を行った。
　参加企業２社の担当者に、報告会の感想を聞いた。

   毎回積極的に参加
    株式会社コウエイ　伊藤 秀作さん

　当社は電子機器・部品のメーカーです。活性化セン
ターの主催イベントには毎回積極的に参加しています。
参加の主な目的は、時代に沿ったものづくりをしている
企業の情報を収集すること。そうした企業に対して、
我々が協力工場として何ができるかを提案し、商談につ
なげています。
　販路開拓ADは頼れる存在です。営業に同行してもら
うことで得られる情報は、当社にとって大変有益なもの
であり、営業活動に大いに役立っています。
　今後は商談会が控えていますが、商談会は毎回、気
合いを入れて参加するビッグイベント。参加前からホー
ムページなどで相手企業を調べ、当社の提案事項を整
理し、面談中に訪問のアポイントまで取れるように心掛
けています。

   営業活動に欠かせない情報源
   比内時計工業株式会社　藤嶋 好仁さん
　東北地区担当の佐藤ADには、当社に何度も足を運ん
でもらっており、当社の製品や技術、更には課題までをよ
く理解したうえで営業をサポートしてくれるので、話が早
く助かっています。既に２社との取引が成立しています。
　当社は長年、時計の組み立てを行う協力工場として
歩んで参りましたが、８年前から製品の自社開発、自社
営業に着手し、現在は時計だけにとどまらず、LED照明
や医療用品、自動省力化装置の設計・製造まで行って

います。
　これら新分野の営業活動に欠かせないのが活性化セ
ンターのイベントで得る情報で、自社営業を始めて歴史
の浅い当社にとって大変貴重であり、重要な原動力と
なっています。

平成27年度 第1回
首都圏・中京・東北地区

東京都内の大手果物店で販売予定の“とう

ふのレアチーズケーキ”。

焼きたての豆腐カステラ。職人の手で1つ1つ手

焼きして作っている。

「豆腐カステラは機能的にも優れた食品。ダイ

エットや介護の分野でも勝負できる」と石井社

長は展望を語る。
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あきた企業活性化センター／設備貸与・応援ファンド担当（018-860-5702）まで。お問い合わせ

販路開拓AD／首都圏担当

酒井　徹

販路開拓AD／首都圏担当

原竹 弘道

販路開拓AD／東北地区担当

佐藤　明

中京地区自動車産業AD

堅田　長

平成27年度 第1回

「首都圏・中京・東北地区
 発注等情報報告会」
平成27年6月4日（木）10:00～17:00

会場：秋田県産業技術センター

青森・秋田・岩手 3県合同商談会（7月2日／TRC東京流通センターにて）
秋田広域商談会（11月19日／秋田ビューホテルにて）
個別マッチング商談会（随時開催／秋田県内全域）

あきた企業応援ファンド事業 ／ 地域資源を活用した県内企業や経営革新
の承認を受けた県内企業の新商品開発等の取組を助成します。

秋田県よろず支援拠点（018-860-5605）まで。お問い合わせ

よろず支援拠点 ／ 後継者不在をはじめ、経営上のあらゆるお悩みの解決を
支援します。

センター活用事例
販 路 拡 大 支 援

当センターでは、首都圏と東北に販路開拓アドバイザーを、中京地区に自動
車産業アドバイザーを配置。各アドバイザーが担当エリアの発注企業を訪問
して情報収集に努めている。
去る6月4日（木）、各アドバイザーが企業訪問活動で収集した発注情報を発
表する「発注等情報報告会」を開催した。

発注等情報報告 会

販路開拓アドバイザー／首都圏担当
■ 酒井    徹 … （株）タナベインターナショ

ナル、旭マシナリー（株）、東京電子工業
（株）の営業部門を歴任する。各種製造
設備、加工知識を有しており、特に紙器
や段ボール装置には精通している。主に
首都圏北エリアを担当し、これまでの営
業ノウハウを活かして発注案件を開拓す
る。開拓先は、（株）椿本チエイン、信越ポ
リマー（株）、（株）日立製作所、古河機械
金属（株）など。

■ 原竹 弘道 … 三井物産(株)に39年間勤
務、営業部門及び管理部門を歴任する。
営業部門では国内及び海外での勤務を
経験し、主に電線(電力系電線及び通信
系電線)の販売に従事したほか、管理部
門では人事部、ロジスティクスマネジメン
ト部を経験し、研修・商品在庫監査等を
担当。総合商社で培い築いてきた国内外
にわたる豊富な経験・知見及び人的ネッ
トワークを活かして発注案件を開拓する。

販路開拓アドバイザー／東北地区担当
■ 佐藤    明 … YKKAP(株)に22年間勤

務、製造工程・製造管理・生産管理・安
全環境管理を担当する。 製造工程では
全般の作業を経験し、生産管理では受
発注、外注管理、出荷管理を主担当とし
た。また、安全衛生における知識及び
ISO14001の運用知識を持つ。 開拓先は
トヨタ自動車東日本(株)、YKK(株)、澁谷
工業(株)ほか。

中京地区自動車産業アドバイザー
■ 堅田    長 … (株)豊田自動織機に38年

勤務。在職中は、自動車事業部技術部長、
生産管理部長、副事業部長に就き、トヨ
タ車の開発、生産準備の推進業務、生産
管理業務に従事した。平成19年より自動
車産業振興中京地区連携アドバイザー
として、主に中京地区の自動車関連企業
を訪問し、情報収集及び秋田県企業の
紹介等に携わっている。

アドバイザープロフィール

これから開催のイベント
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